
歴史的文献にみるオーロラの記録

2016年度は PASJに 2報，Earth Planets Space誌に 1報，Solar Physics誌に 1報論文
を掲載した。Hayakawa et al. 2016aでは東アジアの史料で一般に大気光学現象を指示す
ると思われていた「白虹」や「虹?」が一部オーロラを示すことがある例を示した。本論
を受けてスペインの研究班がスペイン語・ポルトガル語史料中で「虹」と記されたオーロ
ラの事例をPASJ誌に投稿，掲載した。Hayakawa et al. 2016bでは 1859年のキャリント
ン・イベント時のオーロラの挙動を同時代の日記，年代記，地方志史料を検討することで
究明した。これにより従来西半球で卓越したと考えられたオーロラの活動が東半球でも同
様に低緯度まで到達していたことが実証された。Hayakawa et al. 2016cでは世界最古の
オーロラ記録を含むバビロン天文日誌という楔形文字史料を検証することで紀元前のオー
ロラを指す可能性のある記録を新たに 4例検出した。Hayakawa et al. 2017aではMiyake

et al. 2013で示された 993/994年の宇宙線イベントの至近の 992年末に数例オーロラが同
時・連続観測されていたことをアイルランド，ザクセン，韓半島の記録に基づいて究明し
た。Hayakawa et al. 2016c, 2017aの二報はMITのThe Best of Physics ArXivに選ばれ
た。また，本業績に基づき，早川は 2016年度京都大学総長賞を受賞した。

図: キャリントン・イベント時の中国のオーロラ記録（欒城縣志：京大人文研所蔵）
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高い磁気活動を示す近傍の太陽型星の高分散分光観測

私達は、ケプラー宇宙望遠鏡の測光データから、最大級の太陽フレア (∼1032 erg) の
10-104 倍のエネルギーを解放する「スーパーフレア」を起こす太陽型星 (G 型主系列星)

を多数発見した (Maehara et al. 2012 Nature 他)。特に、太陽のように自転の遅い星で
も、多くのスーパーフレアが検出された。そして、ケプラーの測光データに加え、すばる
望遠鏡での分光観測 (Notsu et al. 2015a&b PASJ) により、スーパーフレアを起こす星に
は必ず巨大黒点が存在することが分かった。今後は、このような巨大黒点の性質を明らか
にする必要があり、巨大黒点の 時間変化 (生成・発展・消滅の過程) に迫る長期モニター
観測が重要である。私達は、現在建設中の京大 3.8m望遠鏡に設置予定の高分散分光器と
その豊富な観測時間を用いて、この長期モニターを実施していく計画だが、それにはより
明るい観測星を全天の様々な領域で発見しておくことが欠かせない。
そこで私達は、X 線観測衛星 ROSAT による全天サーベイで検出された、強いX線強

度 (LX > 1029 erg s−1)を示す太陽型星 49 星について、岡山 188cm 望遠鏡 HIDES を用い
た高分散分光観測を行った。観測の結果、彩層活動性の指標である Ca II 8542Å線や Hα

線の強度からも、高い磁気活動性 (=巨大黒点の存在) が示唆された (cf. 下図)。また、自
転速度 v sin iや星の年齢を反映する Li 組成の観点から、太陽のように年をとって自転が
遅い星も含まれ、自転の遅い太陽のような星でもスーパーフレア星と同様の高い磁気活動
を示す星があることが確認された。今後、2018年 3月打ち上げ予定のTESS衛星 (Kepler

宇宙望遠鏡の後継機で、多数の近傍天体の測光観測を行う)で得られる自転周期と黒点サ
イズのデータも援用しながら、これらの天体を上述の 3.8m望遠鏡でのモニタ観測に活用
して行く計画である。
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図: 射影自転速度 v sin iと、Ca II 8542 線中心の深さ r0(8542) の比較。一般の太陽型星
(Takeda et al. 2010)と比べ、Ca II 線強度が強く、巨大黒点の存在が示唆される。
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